2013年7月18日　理事会　協議決定事項
協議会主催・宮城県大会における複数チームの出場について
日本サッカー協会（以下JFA）では、8人制サッカーに移行したことに伴い「１クラブ（JFA登録チーム）から複数チーム参加可能」と定まったことに伴い、数多くの選手が試合に出場出来る環境を整備することを目的に、県サッカースポ少協議会においても下記事項を満たすことにより複数参加を認めることした。

但し、全日本少年サッカー大会については今後さらに検討協議が必要であることから今回の決定事項には該当しないとした。
記
１　選手はJFA・スポーツ少年団登録がなされている（一括登録可）
２　スポーツ障害保険に加入している（一括登録可）
３　所属ブロック内で承認されること。
· 予選参加チーム数が増え、運営（帯同審判、試合会場、試合数、運営金）等に支障をきたす事が想定出来るため。

４　宮城県大会各ブロック出場チーム数を決める、比例数には複数チームであっても「１チーム」として計上し算出する。

· チーム数が多いブロックにおいて多数のクラブが複数登録した場合、登録チーム数が少ないブロックに県大会出場枠が無くなることが想定出来るため。
５　ブロック予選で同一スポ少団体（クラブ）内の２チームの県大会出場が決まった場合は、２チームの出場も認める。
６　複数チームを登録し予選に参加した場合、ブロック予選期間中における選手の入れ替えは認めない。（違反した団体所属チーム全ては県大会出場不可とする）

但し、どちらかのチームが県大会出場時は入れ替え、補充を可とする。

７　複数参加するチーム名はある程度自由な名称を認めるが、混乱を防ぐためJFA登録チーム名称にサブ名を付加した名称とする。
　（例・「宮城ＦＣ　バルサ」「宮城ＦＣ　ミラン」等）

９　大会参加申込書はブロック予選チーム数に応じて提出する（２チームエントリー時には2部提出）
10　２チームをエントリーした時には、それぞれのチームに選手を管理できる指導者がおり、帯同できる審判員が居ること。代表者は同一でも可とする。
11　他チームへ選手をレンタルしたり、他のチームと混合しての複数チームエントリーは認めない。同一スポ少団体（クラブ）内のみで編成できるチームであること。

　　但し、くまがい杯３年生大会についてのみ、混合チームの出場を認める。
